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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、雇用環境及び企業収益の改善等から緩やかな回復基調で推移し

ているものの、海外における中国を始めとする新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱問題、米国の新政権による経

済政策の影響、外国為替市場や資源価格の変動等により、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

この間、建設業界におきましては、公共投資が弱い動きとなり緩やかに減少する中、人手不足に起因する労務単

価の高騰や資材価格の上昇基調の影響も継続しており、東京オリンピック等の需要の増加の兆しも見られるもの

の、厳しい経営環境が続いています。 

このような状況下で当社の当第３四半期累計期間の業績は、売上高１６億６千２百万円（前年同四半期比7.6％

減）、営業利益４千２百万円（前年同四半期は１億７千万円の営業損失）、経常利益５千４百万円（前年同四半

期は１億５千６百万円の経常損失）、四半期純利益２千８百万円（前年同四半期は１３億９千５百万円の四半期

純損失）となりました。 

事業別にみますと、主力のスパンクリート事業は、売上数量は前年同四半期比1.7％増加したものの、売上高は

１４億５千２百万円（前年同四半期比9.1％減）と減収となりました。利益面に関しましては、営業損失６千２

百万円（前年同四半期は２億３千１百万円の営業損失）となりました。なお、当事業において減損損失２千３百

万円を特別損失に計上しております。 

他方不動産事業は、オフィスビル４棟の賃料収入が安定収益源となっており、売上高２億９百万円（前年同四半

期比5.0％増）、営業利益１億５百万円（前年同四半期比62.8％増）となっております。 

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債及び純資産の状況）

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ４百万円減少し７８億７千１百万円となりました。 

流動資産は、１億６千３百万円減少しておりますが、これは主として、現金及び預金が７億８百万円減少、売上

債権が４億３千４百万円増加、たな卸資産が８千１百万円増加したこと等によるものであります。 

固定資産は、１億５千８百万円増加しておりますが、これは主として、有形固定資産が６千１百万円増加、無形

固定資産が３千７百万円増加、投資有価証券が６千５百万円増加したこと等によるものであります。 

流動負債は、４千７百万円減少しておりますが、これは主として、買掛債務が４千４百万円増加、短期借入金が

７千万円減少したこと等によるものであります。 

固定負債は、３千１百万円減少しておりますが、これは主として、長期借入金が６千７百万円減少したこと等に

よるものであります。 

純資産につきましては、７千４百万円増加し６２億１千万円となり、この結果、自己資本比率は78.9％（前事業

年度末77.9％）となりました。 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、現在まで公表を差し控えさせていただいておりましたが、本日（平成29年２月14

日）公表いたしました「業績予想に関するお知らせ」をご参照ください。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ812千円増加してお

ります。

（３）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,003,733 1,295,342 

電子記録債権 - 26,618 

売掛金 474,526 901,170 

完成工事未収入金 23,831 5,274 

有価証券 285,000 285,000 

商品及び製品 60,813 109,071 

仕掛品 4,431 4,687 

未成工事支出金 - 34,129 

原材料及び貯蔵品 48,546 47,209 

その他 19,433 48,223 

流動資産合計 2,920,316 2,756,727 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,127,465 1,146,373 

機械及び装置（純額） 374 296 

土地 3,052,641 3,052,641 

その他（純額） 857 43,464 

有形固定資産合計 4,181,338 4,242,776 

無形固定資産 12,039 49,439 

投資その他の資産    

投資有価証券 717,172 782,419 

その他 45,755 40,455 

投資その他の資産合計 762,927 822,874 

固定資産合計 4,956,305 5,115,090 

資産合計 7,876,622 7,871,818 

負債の部    

流動負債    

買掛金 40,468 54,362 

工事未払金 35,103 65,627 

短期借入金 570,000 500,000 

1年内返済予定の長期借入金 101,700 101,700 

未払法人税等 23,222 11,960 

賞与引当金 30,360 13,571 

その他 177,681 183,628 

流動負債合計 978,535 930,849 

固定負債    

長期借入金 254,225 186,425 

再評価に係る繰延税金負債 204,782 204,782 

その他 302,945 339,586 

固定負債合計 761,953 730,794 

負債合計 1,740,488 1,661,644 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,295,900 3,295,900 

資本剰余金 3,696,670 3,696,670 

利益剰余金 △735,512 △706,786 

自己株式 △370,588 △370,594 

株主資本合計 5,886,470 5,915,189 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 241,996 287,317 

土地再評価差額金 7,667 7,667 

評価・換算差額等合計 249,663 294,985 

純資産合計 6,136,133 6,210,174 

負債純資産合計 7,876,622 7,871,818 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 1,798,421 1,662,165 

売上原価 1,560,771 1,280,792 

売上総利益 237,650 381,372 

販売費及び一般管理費 408,200 339,037 

営業利益又は営業損失（△） △170,550 42,334 

営業外収益    

受取利息 6,232 6,219 

受取配当金 5,671 6,496 

仕入割引 3,634 1,622 

その他 6,461 7,997 

営業外収益合計 22,000 22,335 

営業外費用    

支払利息 4,662 3,442 

休止固定資産減価償却費 1,905 - 

為替差損 - 4,405 

その他 1,250 2,388 

営業外費用合計 7,819 10,236 

経常利益又は経常損失（△） △156,369 54,433 

特別利益    

固定資産売却益 38,331 - 

特別利益合計 38,331 - 

特別損失    

減損損失 ※ 1,605,607 ※ 23,721 

固定資産処分損 196 - 

特別損失合計 1,605,803 23,721 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △1,723,842 30,711 

法人税等 △328,252 1,986 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,395,590 28,725 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

※ 減損損失

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

当第３四半期累計期間において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 

場所 用途

減損損失

種類
金額

（千円）

本社（東京都文京区）
スパンクリート事業

及び共用資産

工具、器具及び備品 8,425

リース資産 6,245

ソフトウェア 21,920

その他 23,098

宇都宮工場

（栃木県宇都宮市）

岩瀬工場（茨城県桜川市）

スパンクリート事業

建物 152,353

機械及び装置 194,404

土地 1,038,098

その他 161,060

合計 1,605,607
 
 

 当社は、原則として事業用資産については事業部門を基準としてグルーピングを行っており、遊休資産について

は個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 当第３四半期累計期間の業績及び今後の事業環境の変化を勘案したところ、スパンクリート事業については前事

業年度及び当事業年度と２期連続の営業損失が見込まれることになったため、今後の事業計画を見直した結果、当

第３四半期会計期間末においてスパンクリート事業及び共用資産に係る固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減

額することが適切であると判断し、減損損失として１６億５百万円を特別損失に計上いたしました。 

 なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については不動産鑑定評価額により評価しており

ます。 

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

当第３四半期累計期間において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 

場所 用途

減損損失

種類
金額

（千円）

本社（東京都文京区） スパンクリート事業
建物 682

その他 9,907

宇都宮工場

（栃木県宇都宮市）

岩瀬工場（茨城県桜川市）

スパンクリート事業
建物 663

その他 12,467

合計 23,721
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当社は、原則として事業用資産については事業部門を基準としてグルーピングを行っており、遊休資産については

個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

上記の資産については、継続的に営業損失を計上していることから、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

なお、回収可能価額については、不動産鑑定評価額を基準とした正味売却価額により測定しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期損益 
計算書計上 

額 
（注）２ 

 
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,598,706 199,714 1,798,421 － 1,798,421 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 1,598,706 199,714 1,798,421 － 1,798,421 

セグメント利益又は損失

（△） 
△231,216 64,689 △166,526 △4,024 △170,550 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,024千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用△4,024千円であり、その主なものは管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「スパンクリート事業」セグメントにおいて、当第３四半期累計期間の業績及び今後の事業環境の変化

を勘案したところ、スパンクリート事業については前事業年度及び当事業年度と２期連続の営業損失が見

込まれることになったため、今後の事業計画を見直した結果、当第３四半期会計期間末においてスパンク

リート事業及び共用資産に係る固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額することが適切であると判断

し、当該減少額を減損損失として計上いたしました。 

なお、当該減損損失の計上額は、スパンクリート事業において1,571,997千円であります。 

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期損益 
計算書計上 

額 
（注） 

 
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,452,499 209,665 1,662,165 － 1,662,165 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 1,452,499 209,665 1,662,165 － 1,662,165 

セグメント利益又は損失

（△） 
△62,953 105,288 42,334 － 42,334 

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期累計期間のセグメント利益が、「不動

産事業」で812千円増加しております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「スパンクリート事業」セグメントにおいては、継続的に営業損失を計上していることから、将来の回

収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は23,721千円であります。 
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